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今年度の取組と自己評価 

（１） 教育活動の目標と方策 

① 学習指導（自分で「考えさせる」授業の推進） 

・工業高校の特色である実習等を重視し、資格の取得に挑戦する意欲と能力の向上を図った。 

・AL（アクティブラーニング）を推奨し、生徒の思考・判断・表現能力の向上を図った。 

・教員相互の授業見学を推進し、互いに改善点を指摘するなどを行い、生徒に還元することで授力の向上を

図った。 

・生徒による授業評価アンケートを活用し授業内容や指導方法の改善に活用させた。 

  ※授業評価アンケートより「考えさせる授業」であるという肯定的な回答が学校全体で９０％（昨年８８％）

となり、AL を行う教員の増加とともに生徒自らが考える力を付ける授業が行われた。今後は、より一層

ALを行う教員を増加させる。 

② 進路指導（希望進路の達成） 

   ・外部人材を積極医的に活用し活用しキャリア教育の充実を図った。 

   ・資格の取得の推進し、５つ以上取得５８名、ジュニアマイスター特別表彰２名を達成。 

・インターンシップを府中市内企業（サポーター企業を中心）に実施できた。 

 ・商工会議所及びサポーター企業と連携し、在校生だけでなく卒業生を対象とした取組を実施した。 

  ※希望進路実現１００％継続 

   「サポーター企業」は現在全８５社。サポーター企業とは、連絡会の実施やサポーター企業通信等の発行に

より情報交換を行っている。今年度より、卒業生の離職状況の調査を開始し、サポーター企業へと接続する

方策を検討し始めた。電気工事士１種１８名、２種６８名を達成した。 

③ 生活指導（規律ある学校生活の向上「形から入りて心に至る」） 

   ・「時間を守る」「約束を守る」「挨拶をする」を継続的に意識させるとともに指導を行った。 

・社会人としての基本的な生活習慣の確立を図るために、特に、遅刻指導の徹底を継続した。 

   ・TPOに応じた言動、服装・身だしなみ指導を、年間を通じて行った。 

・避難訓練や防災教育等を地域と連携した実施通して、地域社会の一員としての共助の心を育成した。 

・いじめ未然防止、早期発見、早期対応に取組むため、対策委員会を活用することで未然防止できた。 

 ※１学年の遅刻が減少した反面３学年の遅刻が増加した。年３回の全生徒対象アンケートにより出てくる生徒の

意見に即座に対応することで、事前防止につながり、いじめ０を達成した。 

④ 特別活動・部活動（部活動加入者の増加と体力向上） 

・パワーアップハイスクール指定校として、ＰＴを中心とした取組を実施した。 

・生活指導部、学年及び部活動顧問が連携して部活動加入を促進し、各部活動の活性化が図れた。 

・東京都オリンピック・パラリンピック教育として、茶道等の日本の伝統文化の理解教育を推進した。 

※体力テストでは昨年同等の成果を継続させた。部活動加入率が８０％を割り込んでだ。 

⑤ 心身の健康づくり・相談体制（健康生活への意識の向上） 

  ・様々な支援が必要な生徒については、スクールカウンセラーに接続し、組織的な体制が整ってきた。 

・保護者や教員も含めて積極的にスクールカウンセラーの活用が図れた。 

・組織的な相談体制が充実し支援が必要な生徒の情報共有が図れた。 

・講演会等を通じて命の大切さを実感させる教育を推進し自殺未然防止の意識を高めた。 

 ※生徒も教員も着実に意識は高まっているとは思うが、ゴールは無いので引き続き継続していく。 

⑥ 募集・広報活動の積極的な展開（HP等学校情報発信の強化と地域連携） 

・HPリニューアルがようやくスタートした。 

・ホームページの更新を随時行い、本校の教育活動をタイムリーに発信した。 

 ・府中二中との連携を継続し、中学校教員や中学生に工業高校の理解推進を図った。 

※本校を希望する入学者を着実に増やせるよう工夫を行う。 

⑦ 学校経営について（連携と育成、体制の確立） 

・西部学校経営支援センターの訪問を活用し、業務の効率化等を図った。 

・キャリア教育を推進するため、むさし府中商工会議所との連携を３回行った。 

 ・ライフ・ワーク・バランスを推進し、８０時間を超える教員がほぼ０となった。 



 

 

 

（２） 平成３１年度の数値目標の実績 

数値目標 平成３０年度 平成３１年度 目標 平成３１年度 実績 

① 就職内定率 １００％ １００％継続 １００％ 

② 卒業後離職率  １年目０名 １４．８％（２年目） 

③ サポーター企業の活用  １００％ ７９％ 

④ 資格取得者数 

ア 旋盤技能検定３級 

イ 旋盤技術検定２級 

ウ 第２種電気工事士 

エ 第１種電気工事士 

オ ITパスポート 

カ 工事担任者（ＤＤ３種） 

 

ア  ６名 

イ  １名 

ウ ２８名 

エ  ９名 

オ  ３名 

カ １８名 

 

 

 

すべてにおいて  

＋１名以上 

 

 

 

ア  ５名 

イ  ０名 

ウ ６８名 

エ １８名 

オ  ３名 

カ １９名 

⑤ 国家資格等 ５つ以上 

資格獲得者数（卒業時） 

３９名 ５０名 ５８ 

⑥ 体力テスト数値向上（都平

均以上の種目数向上） 

８種目中２種目 ８種目中４種目 ８種目中２種目 

⑦ 部活動加入率 ８０％ ８０％以上継続 ７８％ 

⑧ 遅刻者数（新規） ９９３ 昨年比１０％減少 １１４２ 

⑨ 特別指導件数（新規） ３件 昨年以下 １０？８？ 

⑩ ホームページ更新 （２００回） 平均週２回 ２９３回 

⑪ 図書館貸出冊数 １２００冊 昨年比２０％増 １７６４冊（47％増） 

⑫ 学校説明会参加人数 

 （中学生・保護者合計） 

６２０名 昨年比２０％増 ４４９ 

⑬ 入学者選抜応募倍率 

ア 推薦入学 

イ 学力検査 

 

ア ２．２９倍 

イ １．３３倍 

 

ア 昨年以上 

イ 昨年以上 

 

ア １．５１倍 

イ １．１６倍 

⑭ 退学者の減少（対全生徒比） ０．４％ 昨年度以下 ０．４％ 

⑮ 学校満足度（肯定的回答） 

 ア 生徒 

イ 保護者 

 

ア ８２％ 

イ ９０％ 

 

ア ８５％ 

イ ９５％ 

 

ア ７２．４％ 

イ ９３．６％ 

⑯ 服務事故・いじめゼロ ０ ０ ０ 

⑰ 会議等の時間削減  １０％以上 １１％減 

⑱ 月残業４５時間超  ０名 １１名 （６０ｈ） 

 

 


